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研究報告 

（１）研究の背景・目的 

 本研究は，軽擦法の効果判定尺度を作成する基礎資料として，先行研究から軽擦法によ

る効果指標を抽出し，その特徴を明らかにすることを目的とした。さらに，抽出された効

果指標が再現できるのかを確認した。 

（２）研究方法 

 医学中央雑誌 web を用いて，「軽擦法」「タクティールケア」をキーワードに 2011 年以

降 7 年間を検索し，援助者による直接的な介入で，主観的ならびに客観的指標を使用して

いる論文 20 件を分析した。これらの文献を，基礎研究（11 件）と臨床研究（9 件）に分

け，効果が得られた指標について分類・整理した。 

（２）研究結果 

①研究デザイン：研究デザインは，無作為比較試験 0 件，クロスオーバー試験 3 件，被験

者間比較試験 2 件，コントロールのある被験者内比較試験 6 件，前後比較試験 8 件，記述

3 件であった。 

②介入時の反応：介入後の反応のうち効果が認められた主観的指標の項目は，【気分の改善】

【快・気持ちよさ】【身体反応】【症状緩和】【行動の変化】に分類された。客観的指標は，

【バイタルサイン】【自律神経活動（ECG）】【自律神経活動（唾液）】【脳波】【表面温度】

に分類された。基礎研究では，全ての報告で何らかの客観的指標を測定していたが，臨床

研究では【バイタルサイン】【自律神経活動（唾液）】【表面温度】の結果が数件報告された

だけであった。すべての報告で効果が確認されたのは，【自律神経活動（ECG）】の HF と

【表面温度】であった。 

③指標の再現性：パイロットスタディでは，副交感神経活動を示す HR の低下，HF の亢

進，体表面温度の上昇が認められ，主観的には覚醒，温覚，脱力感に関する表現語が選択



 

 

された。 

（４）考察 

 今回調査した文献からは，量的指標を使って統計学的に検討する報告が増えてきている

が，対象者数が少なく，様々な尺度や測定方法が使用されていたため，評価指標の信頼性

や妥当性を確認することはできなかった。一方，抽出された指標の再現性については，覚

醒や脱力感と心拍数低下や HF の亢進，温感と体表面温度の上昇といった主観指標と客観指

標の一致が確認された。これらのことから覚醒，脱力感，温感が効果測定の指標になりう

ると考えられた。 

（５）結論 

 軽擦法に関する文献 20 件を用いて評価指標について検討した。多くの報告で支持され

た指標は，主観的には【快・気持ちよさ】，【身体反応】の覚醒・温感・脱力感，【症状緩和】

の疼痛・緊張緩和であり，客観的には脈拍あるいは心拍，体表面温度であった。これらの

指標を用いたパイロットスタディでは，副交感神経活動を示す HR の低下，HF の亢進，

体表面温度の上昇が認められ，主観的には覚醒，温覚，脱力感に関する表現語が選択され

た。 
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